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１．はじめに 

平成30年7月豪雨では西日本を中心に甚大な被害

が生じた。高知自動車道（上り）立川橋でも7月3日

より降り続いた記録的な大雨により、7月7日未明、

橋梁上部斜面からの土砂崩落が発生し、それに伴い

橋梁上部構造が流出していることが確認された。国

総研では、土木研究所とともに7月20日に被災状況の

把握を目的とした現地調査を行った。 

２．調査概要 

当該橋梁は高知県大豊町の急峻な谷部に位置する

橋長63.5ｍのPRC3径間連続版桁橋である。下部構造

の形式は壁式橋台及び壁式橋脚であり、基礎形式は

組杭深礎基礎である。 

現地調査の結果、橋脚や橋台では橋座部の一部等

にコンクリートの欠損が認められるものの、目視で

きる範囲では下部構造躯体の傾斜やひびわれ等の重

大な損傷は認められなかった。また、上部構造につ

いては崩落土砂と共に谷側斜面下へ流出しており損

傷状況の確認は出来なかった。 

 これらの被災状況から、橋梁上部の斜面の大規模

な崩落による作用が上部構造に働き、流出したもの

と考えられる。 

 現地では斜面に堆積した土砂を撤去し下部構造の

健全性を確認する必要があることや、復旧にあたり

桁下空間の導流対策を検討するよう助言を行った。 

３．復旧に向けた技術支援  

 現地調査後も道路管理者による「高知自動車道 

災害復旧に関する技術検討委員会」に委員として参

画し、詳細調査結果を踏まえた構造物の健全性の評

価及び復旧方法について助言を行った。 

 平成31年2月現在、上記委員会での検討結果を踏ま

えて、道路管理者による法枠工などの土砂崩落箇所

の恒久対策や上部構造の復旧工事が行われている。 

 

☞詳細情報はこちら

1)国土交通省道路局ホームページ『高知自動車道災

害復旧に関する技術検討委員会の結果ならびに４車

線復旧時期の見通しについて』 
http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_001093

.html 
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１．「無降雨時等の崩壊研究会」の設立

降雨終了後、あるいは直近の降雨の影響を受けず、

全くの無降雨時に発生する斜面崩壊（以下、「無降

雨時等崩壊」と言う。）については、2018年4月11

日に発生した大分県中津市耶馬渓町の土砂災害（写

真-1）のように、事前の警戒避難が困難であること

から、極めて危険な崩壊現象であり、過去にも人的

被害が発生したことがある。また、救助・捜索や復

旧・点検活動中の二次災害の危険性も高い。

このような崩壊は全国で発生事例が複数見られ、

その中でも九州地方においては、2010年鹿児島県南

大隅町や2015年同垂水市の発生事例などのように火

砕流台地周縁部を中心に近年頻発する傾向が見られ

る。そのため無降雨時等崩壊の対策が急務であるが、

崩壊発生メカニズムは不明な点が多いことから、こ

れまで効果的な対策が十分に講じられていないのが

現状である。

そこで、九州地方における無降雨時等崩壊の発生

する危険性が高い斜面を抽出する手法を確立するた

め、国総研と九州地方整備局は「無降雨時等の崩壊

研究会」を設立した。

写真-1 大分県中津市で発生した無降雨時等崩壊

２．研究会の活動概要

本研究会は、学識者・国総研・行政機関から構成

し、研究期間は2ヶ年を予定している。主に以下の調

査活動を行う。

まず、過去に発生した無降雨時等崩壊事例を収

集・整理し、地形・地質等の特性を把握する。次に、

航空計測レーザや空中電磁探査も活用し、無降雨時

等崩壊に関連すると考えられる微地形や火砕流台地

内部の水理地質構造を解析する。特に地下水の集中

に関連する透水・不透水層の地質構造や関連する微

地形の把握が重要と考えている。並行して、火砕流

台地から流出する地下水の水文観測を行う。また、

過去に無降雨時等崩壊が発生した斜面で現地踏査を

行う（写真-2）。これらの調査結果を総合的に考慮

し、無降雨時等崩壊の危険斜面を抽出する手法を検

討する。

写真-2 深港川（鹿児島県垂水市）での現地踏査

３．研究会の最終成果

本研究会では、無降雨時等崩壊の発生メカニズム

を考察するとともに、九州地方を対象とした小縮尺

の危険斜面分布図と微地形判読等による危険斜面抽

出マニュアルを作成することを目標としている。

さらに、九州地方における成果を踏まえて、今後

は全国に展開することを検討する予定である。

☞詳細情報はこちら

1) 無降雨時等の崩壊研究会（九州地方整備局HP内）

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-kawa/mukouuzihouka

i/mukouuzihoukai.html
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